
奈良県 三宅町 田中 友悟

【年 齢】
32歳

【出身地】
京都府亀岡市

【転出元】
京都府

【前 職】
まちづくり会社経営

【活動時期】
R5.4～R8.3

自治体では珍しい、VMV（ビジョン・ミッション・バ
リュー）を設定し、全国で２番目に小さい町だからこその
まちづくりを探求している町長や職員さんの想いに共感し
たため。また、自身の専門性やこれまでのキャリアを活か
し、これからの公共の在り方にデザインの視点から貢献し
たいと感じた。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））info@hasen-inc.com

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）@miyake_myake

全国で2番目に小さい町である三宅町は、〈小ささ〉の価
値を探求し、人口減少や縮退が進む自治体経営の未来を描
こうとしている。まちのビジョンとして掲げられている自
分らしい幸福が実現するまちづくりを目標に、自分たちで
自分たちのまちを豊かにしていく文化や、そのための自治
システムのデザインに取り組みたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●公共施設MiiMoを起点とした地域自治のための調
査・企画運営・各種マネジメント

貸し館主体の従来型の公共施設を、挑戦を育むイン
キュベーションセンターにリデザインし、三宅町民
や関係人口による自治の風土を生み出すための仕組
みづくりに取り組む。

活動内容が
分かる写真など

●地域おこし協力隊のマネジメントと共創の場づくり

活動内容が
分かる写真など

●三宅町独自の住民自治を実現する政策デザイン

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動

三宅町のミッションに基づいた戦略的な隊員募集と、
個人活動×ユニット活動の仕組みづくりによる隊員の
マネジメント・共創事業の推進を担当。

三宅町が目指す住民自治のシステムづくりに向けた調
査・イベント・企画立案等の政策デザインに従事。
〈Small is ?〉をコンセプトに、三宅町版のリビン
グラボ設立に向けたデザインリサーチに取り組む。



奈良県 三宅町 山本 紗哉加

【年 齢】
34歳

【出身地】
奈良県奈良市

【転出元】
新潟県上越市

【前 職】
中学校講師、小学校講師

【活動時期】
R5.5～R8.3

中高生世代の学びと育ちの場は、現状とても限定的です。
家庭や学校だけでなく、より多様な人からの関わりがあれ
ばもっと伸びるであろう子どもたちを前にして、中学校の
教員をしていた私自身、悔しい思いをしてきました。学校
だからできることがたくさんある一方、学校ではできない
こともあります。そして、家族でも先生でもない立場だか
らこそできることもあります。みんなで中高生世代の育ち
を見守り、彼らの可能性を信じることのできる社会に向け
た仕事に挑戦したいと思い、応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）youth@town.miyake.lg.jp
（電話番号）0745-43-3580

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（ユースセンター公式Instagram）https://www.instagram.com/miyake_yc/
（三宅町公式note）https://miyake-town.note.jp/m/m0985a3c8fb2c

ユースセンターは、中高生世代が主役の場所です。大人の
思いは一旦横に置いて、ゆっくりじっくり中高生世代と向
き合い、彼らの思いを大切にしながら進んでいきたいと
思っています。今後はスタッフを増員して、さらにパワー
アップした体制でプロジェクトを進めていけたらと考えて
います。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●ユースセンターの運営
ユースセンターの定期開室。現場でのユースワーク
の他に、企画・営業・経理・広報・役場内外との調
整・スタッフ採用・スタッフのマネジメント等、業
務全般を行っている。地域を歩き、地域の中高生と
積極的にコミュニケーションを取ることで、安心な
大人であると思ってもらえるよう活動している。

●まち全体に飛び出した活動
近鉄石見駅前ロータリーにて、高校生を中心にまち
の人がゆるやかにつながる「TEENS BASE」の取り
組みで、高校生との接点づくりをしている。また、
まちのなかを自由に動き回ることのできる移動式屋
台「MICHIKUSA STAND」も準備中。

●子どもの居場所部会
担当課の健康子ども課が事務局となっている「子ど
もの居場所部会」への出席。小中学校、教育委員会、
教育支援センター等、子どもにとって居場所となり
うるセクターの方々と定期的に集まり、アンケート
の実施やそれぞれのセクターでの動きや困りごとな
どを共有することで、地域一丸となって子どもにつ
いて考え、行動している。

教育・文化


